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（１）要求の趣旨（現状と課題）

　里親への支援、里親賠償責任保険への加入など、岐阜県里親連合会の諸活動に対して補
助する。

（２）事業内容

　岐阜県里親連合会は、県内の里親で構成される県域団体である。日頃から里親にかかる
普及啓発や、里親の資質向上のための研修、里親間の連絡調整等を実施し、里親支援にお
いて重要な役割を担っており、里親連合会の活動を通して、里親のことをより多くの方に
知っていただくとともに、里親同士の横の繋がりを築き、里親が安心して里子を養育でき
るよう、県里親連合会への支援を行う。
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令和５年度当初予算 支出科目 款：民生費　項：児童福祉費　目：児童福祉諸費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

寄附金
一　般
財　源

事業費

0

県里親連合会補助金

(前年度予算額： 454454１ 事 業 費 千円)



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

３ 事業費の積算 内訳

補助金

合計

金額

　県10/10

　無

４ 参 考 事 項

（１）国・他県の状況

454

事業内容の詳細

県里親連合会運営費

事業内容

454

　・岐阜県の里親委託率※1は14.2%：全国45位（R3.3.31現在）
・全国の平均里親委託率は22.8%（R3.3.31現在）
※1 里親委託率=(里親委託児童数)/(乳児院・児童養護施設入所児童数+
里親委託児童)

決定額の考え方
　



□

■

・終期までに何をどのような状態にしたいのか

R3年度
実績

16.4%

R2年度
454

補助事業の概要 （目的） 県里親連合会の活動を通して里親の認知度を向上さ
せ、里親同士の横のつながりを築き、里親が安心して里子を養
育できるよう支援する。

（内容） 里親賠償責任保険加入、東海・北陸里親研究大会へ
の参加、「里親だより」発行等

県 単 独 補 助 金 事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

（事業内容）
補助事業名 県里親連合会補助金
補助事業者（団体） 県里親連合会

（理由） 県内里親から組織される県内唯一の団体である。

　里親が里子を安心して養育できるよう里親支援を行うとともに、里親制度の推進・新
規登録者の発掘を図る。

補助率・補助単価等 その他
（内容） 知事が必要と認める額
（理由） 里親支援を推進し里親委託を向上させるため県里親
連合会の負担を軽減

補助効果
終期の設定 終期：令和6年度

（理由） 「里親委託加速化プラン」目標年度。

（事業目標）

（目標の達成度を示す指標と実績）

指標名
事業開始前 R4年度 R5年度 終期目標

(R )
里親等委託率

25.7% 28.9% 31.6%

目標 目標 (R6) 達成率

51.9%

補助金交付実績
（単位：千円）

R元年度 R3年度
394 454



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（これまでの取組内容と成果）

令
和
２
年
度

・取組内容と成果を記載してください。
　啓発面では、里親月間行事に参加し、広く地域住民に里親制度への理解を求め、
新規里親の開拓に努めた。
　登録里親への支援としては、里親大会への参加費を一部助成し、里親が養育につ
いて学び、他県の里親等と交流する機会を設けた。

指標① 目標：19.3％ 実績： 14.2％ 達成率： 73.6 ％

令
和
３
年
度

啓発面では、里親月間行事に参加し、広く地域住民に里親制度への理解を求め、新
規里親の開拓に努めた。
　登録里親への支援としては、フォスタリング機関より委託を受けた経験豊富な里
親が養育支援を行ない、経験の少ない里親の学ぶ機会を設けた。

指標① 目標：21.7％ 実績： 16.4％ 達成率： 75.6 ％

令
和
４
年
度

(評価) 　事務局である児童家庭支援センター「はこぶね」が中心となって連絡調整
を行い、県内５か所の地方里親会をとりまとめている。

１

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) 　里親登録数の増加に伴い、里子の健全な養育のため、里親同士のフォ
ロー、孤独防止の必要性が高まっている。

３

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり（単年度目標100％達成かつ他に特筆できる要素あり）
　２：期待どおりの成果あり（単年度目標100％達成）
　１：期待どおりの成果が得られていない（単年度目標50～100％）
　０：ほとんど成果が得られていない（単年度目標50％未満）

(評価) 　新規里親登録数は近年増加傾向にある。

２

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよう
に取り組むのか
　岐阜県では、岐阜県社会的養育推進計画の下、今後、家庭的な環境で要保護児童を養
育する割合を高めていく方針。そのため、行政、児童養護施設等との連携を強化し、里
親・里子の支援活動に引き続き取り組む必要がある。

（今後の課題）

　里親が孤立しやすい傾向にあるが、里親会に属しない里親や、属していても行事に参
加しない里親等に対してはアプローチができない。

（次年度の方向性）


